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９月議会開かれる

�

2010年11月1日　第28号 ■９月議会開かれる■

９月８日～９月 30 日、平成 �� 年第３回定例会を開き、
条例廃止１件、条例改正３件、補正予算６件、決算認定８件、その他２件を
審議・決定しました。

　このたび議員各位多数のご推挙により、議長に就任する
こととなりました。大変光栄に存じますとともに、責任の
重大さを痛切に感じているところでございます。
　本巣市の発展、市民福祉の推進、ならびに合議制である
議会における意思形成におきましては公正公平を基本理念
として、地方自治における二元代表制の機能が十分に発揮
されますよう誠心誠意努力する所存でございます。
　今後とも皆様のご支援、ご協力を賜りますよう心からお
願い申し上げます。

議長あいさつ

議　長

道下　和茂

正副議長あいさつ

　このたび議員多数のご推挙を受け、副議長の職務を取ら
せていただくことになりました。微力ではございますが、
全力をもって議長を補佐していく所存でございます。
　議会においては市民の皆様や執行部との話し合いを緊密
にして、厳しい財政の中でもより良い市政運営を進めてい
けるように一生懸命努力していきたいと考えております。
　市民の皆様におかれましても、尚一層のご指導、ご協力
をお願いいたします。

副議長あいさつ

副議長

村瀬　明義
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2010年11月1日　第28号■新しい議会構成決まる■

口蹄疫対策の強化・充実を求める意見書

新しい議会構成決まる
平成 22年９月 30日就任

議　長 道下　和茂 副議長 村瀬　明義

議会選出
監査委員 髙田　文一

平成 22年９月 30日就任（任期１年）

区分 委員長 副委員長 委　　員

議会運営委員会
（委員数６名） 後藤　壽太郎 村瀬　明義

鵜飼　静雄 遠山　利美

上谷　政明 瀬川　治男

平成 22年９月 30日就任（任期１年）

常任委員会 総務企画委員会（６名） 文教福祉委員会（６名） 産業建設委員会（６名）

委 員 長 髙橋　勝美 鵜飼　静雄 若原　敏郎

副委員長 臼井　悦子 江崎　達己 舩渡　洋子

委　　員

瀬川　治男 上谷　政明 遠山　利美

道下　和茂 村瀬　明義 大西　德三郎

髙田　文一 中村　重光 後藤　壽太郎

鍔本　規之 安藤　重夫 黒田　芳弘

平成 22年９月 30日就任

区分 委員長 副委員長 委　　員

議会だより編集
特別委員会

（委員数５名）
舩渡　洋子 臼井　悦子

村瀬　明義 髙橋　勝美

江崎　達己
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2010年11月1日　第28号

2 2 年度補正予算　
■ 22 年度補正予算など決まる■

　など決まる
　議決された議案

条例廃止
　・農村地域工業等導入促進法に係る本巣市固定資産税の特例に関する条例廃止　…… 	 全員賛成

条例改正
　・本巣市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正　………… 	 全員賛成
　・本巣市企業立地促進条例の一部改正　…………………………………………………… 	 全員賛成
　・本巣市公共下水道事業分担金徴収条例の一部改正　…………………………………… 	 全員賛成

決算認定
・21年度本巣市一般会計歳入歳出決算　	………………………………………………… 	 賛成多数
・21年度本巣市国民健康保険特別会計歳入歳出決算　	………………………………… 	 全員賛成
・21年度本巣市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算　	……………………………… 	 賛成多数
・21年度本巣市老人保健医療特別会計歳入歳出決算　	………………………………… 	 全員賛成
・21年度本巣市簡易水道特別会計歳入歳出決算　	……………………………………… 	 全員賛成
・21年度本巣市農業集落排水特別会計歳入歳出決算　	………………………………… 	 全員賛成
・21年度本巣市公共下水道特別会計歳入歳出決算　	…………………………………… 	 全員賛成
・21年度本巣市水道事業会計決算　	……………………………………………………… 	 全員賛成

そ の 他
　・本巣市監査委員の選任　…………………………………………………………………… 	 賛成多数

議会人事
・議会議長辞職の許可
・議会議長の選挙
・議会副議長の選挙
・常任委員会委員の選任
・議会運営委員会委員の選任
・議会だより編集特別委員会委員辞職の許可
・議会だより編集特別委員会委員の選任
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2010年11月1日　第28号

　一般会計補正予算（第２号・第３号）（全員賛成）

10億4006万円増額補正
総額 144億7629万円

主な内容

歳	入
　地方交付税　…………………………………………………………………………… １億8883万円
　　交付額決定に伴う増額

　国庫負担金　…………………………………………………………………………………… 856万円
　　根尾能郷谷普通河川の災害復旧事業に係る負担金

　繰越金　………………………………………………………………………………… ４億0404万円
　市債　…………………………………………………………………………………… ５億0037万円

歳	出
　地域子育て創生事業　………………………………………………………………………… 588万円
　　公共施設各所に、ベビーシート等の設置、子育て支援用備品の設置、
　　駐車場案内表示の設置等
　財政調整基金積立金　………………………………………………………………… ９億7000万円
　　財源調整による積立金の増額
　鳥獣被害対策費　……………………………………………………………………………… 265万円
　　猪、猿等の農作物被害が多いため、捕獲数を増やすための増額
　都市計画総務費　……………………………………………………………………………… 333万円
　　狭あい道路後退用地整備事業補助金の新規計上等
　災害復旧費　………………………………………………………………………………… 6413万円
　　豪雨による災害復旧工事等

2 2 年度補正予算　
■ 22 年度補正予算など決まる■

　など決まる

　国民健康保険特別会計補正予算（第１号）（全員賛成）
事業勘定補正額…53万円　　施設勘定補正額…68万円

　老人保健医療特別会計補正予算（第１号）（全員賛成）	 補正額…238万円

　簡易水道特別会計補正予算（第１号）（全員賛成）	 補正額…6821万円

　公共下水道特別会計補正予算（第１号）（全員賛成）	補正額…△ 2689万円
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2010年11月1日　第28号

Ｑ
■ 
防
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

①
高
齢
者
支
援
の
「
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
」
の
現
状
は

浅
野
・
健
康
福
祉
部
長

Ａ
■ 

要
援
護
者
支
援
体
制
の
構
築
に

向
け
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

②
「
要
援
護
者
支
援
の
マ
ッ
プ
」
は

Ａ
■ 

昨
年
12
月
に
県
域
統
合
型
Ｇ
Ｉ

Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
作
成
が
完
了
し

て
お
り
、
現
在
登
録
者
が
40
％
で
す
。

③
要
援
護
者
へ
「
福
祉
避
難
所
」
を

中
島
・
総
務
部
長

Ａ
■ 

既
存
の
施
設
を
活
用
し
た
指
定

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

④
有
事
に
対
応
可
能
な
防
災
訓
練
へ

Ａ
■ 

よ
り
実
践
的
な
訓
練
と
な
る
よ

う
工
夫
を
擬
ら
し
た
訓
練
メ
ニ
ュ
ー

を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
は

Ａ
■ 

８
月
末
に
策
定
。
今
後
は
住
民

へ
の
周
知
に
努
め
、必
要
な
修
正
を
。

⑥
犠
牲
者
ゼ
ロ
の
防
災
重
点
対
策
は

Ａ
■ 

災
害
危
険
区
域
の
周
知
徹
底
や

災
害
時
の
備
え
等
の
情
報
提
供
し
自

助
・
共
助
に
よ
る
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ
■ 

田
舎
暮
ら
し
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

し
た
交
流
居
住
と
移
住
・
定
住

促
進
を

　

先
進
地
に
比
べ
前
向
き
な
施
策
に

乏
し
く
観
光
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
、
産

業
と
の
連
携
効
果
が
発
揮
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
田
舎
暮
ら
し
体
験
や
空
き

家
紹
介
・
改
善
補
助
制
度
等
、
先
進

地
に
学
び
積
極
的
な
展
開
で
、外
山
・

根
尾
地
域
へ
の
定
住
を
促
進
し
、
学

校
問
題
や
公
共
交
通
・
限
界
集
落
と

い
っ
た
過
疎
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に

正
面
か
ら
立
ち
向
か
う
決
意
を
。

Ａ
■ 

市
民
協
働
事
業
で
取
り
組
み
ま
す

藤
原
・
市
長

　

目
的
や
移
住
者
に
期
待
す
る
役
割

の
検
討
と
併
せ
て
、地
元
住
民
の
協
力・

受
け
入
れ
体
制
の
設
備
が
重
要
で
す
。

田
舎
暮
ら
し
体
験
な
ど
の
交
流
事
業

を
地
域
住
民
や
民
間
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協

力
を
得
て
実
施
を
検
討
し
ま
す
。
移

住
・
定
住
に
結
び
つ
く
支
援
制
度
も
検

討
し
移
住
・
定
住
推
進
事
業
を
後
期

基
本
計
画
の
市
民
協
働
事
業
の
一
つ
と

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

  

黒
田 

芳
弘
議
員

Q&A 7議員が一般質問に立つ

Ｑ
■　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
教

科
書
の
取
り
組
み
は

　

パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
活
用
し
て
、
通

常
の
教
科
書
の
文
章
を
音
声
で
再
生

し
対
応
す
る
文
章
を
色
で
強
調
。
さ

ら
に
文
字
の
大
き
さ
を
変
え
る
な
ど

の
工
夫
で
、
教
科
書
の
内
容
を
理
解

す
る
効
果
が
あ
り
、
学
校
の
授
業
に

必
要
と
学
校
が
判
断
す
る
場
合
、「
日

本
障
が
い
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

協
会
」
の
作
成
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
即
し
て
ネ
ッ
ト
上
か
ら
無
償
で
デ

イ
ジ
ー
教
科
書
を
手
に
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
が
。

Ａ
■　

国
や
県
の
方
向
を
踏
ま
え
導
入

に
つ
い
て
対
応

白
木
・
教
育
長

　

現
在
「
目
で
文
字
を
追
う
こ
と
が

困
難
で
あ
る
」
児
童
生
徒
は
い
ま
せ

ん
が
、
電
子
機
器
を
活
用
し
て
学
習

支
援
を
行
う
こ
と
は
、
学
習
活
動
に

対
す
る
困
難
さ
を
改
善
す
る
一
つ
の

手
段
で
も
あ
り
、
効
果
が
確
認
さ
れ

れ
ば
、
該
当
者
へ
の
導
入
を
検
討
し

ま
す
。

Ｑ
■　

保
育
マ
マ
制
度
の
導
入
は

　

児
童
の
養
育
に
経
験
と
技
能
及
び

資
格
を
有
す
る
人
が
自
宅
で
、
保
育

す
る
制
度
で
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
ま

で
の
待
機
解
消
策
と
し
て
お
こ
な
う

も
の
で
あ
り
、特
に
０
歳
児
保
育
を
、

保
育
マ
マ
制
度
で
補
っ
て
は
。

Ａ
■　

保
育
者
を
支
援
す
る
体
制
整
備

な
ど
多
分
の
検
討
が
必
要

 

浅
野
・
健
康
福
祉
部
長

　

保
育
者
の
自
宅
で
保
育
す
る
こ
と

か
ら
、
安
全
面
に
つ
い
て
懸
念
さ
れ

る
が
、
各
地
域
と
も
に
未
満
児
保
育

の
希
望
が
上
回
り
、
未
満
児
の
待
機

児
童
が
生
じ
て
い
る
た
め
対
応
策
の

検
討
が
急
務
。
民
間
の
認
可
外
保
育

施
設
の
利
用
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

マ
マ
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
短

期
間
の
サ
ポ
ー
ト
に
、
ま
た
各
保
育

園
等
の
施
設
整
備
で
対
応
し
ま
す
。

  

舩
渡 

洋
子
議
員
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2010年11月1日　第28号■一般質問■

Ｑ
■ 
本
巣
市
第
一
次
総
合
計
画
の
後

期
基
本
計
画
に
つ
い
て

①
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
を
達
成
す
る

た
め
の
基
本
は

藤
原
・
市
長

Ａ
■ 

総
合
計
画
で
示
さ
れ
て
い
る
将

来
像
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し

て
「
元
気
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
本
巣
市

づ
く
り
」
を
基
本
と
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
特
徴
あ
る
市
政
運
営
の
計
画
は

Ａ
■ 

市
民
協
働
に
よ
る
施
策
の
推
進

を
明
記
し
、
今
年
度
中
に
事
務
事
業

評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
中
長
期
的

な
展
望
に
立
っ
て
行
財
政
運
営
に
努

め
ま
す
。

Ｑ
■ 

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
な

ど
の
安
全
・
安
心
対
策
に
つ
い
て

①
全
国
的
に
高
齢
者
の
所
在
不
明
が

相
次
い
で
発
覚
し
ま
し
た
が
本
市

の
対
応
は

浅
野
・
健
康
福
祉
部
長

Ａ
■ 

本
市
の
１
０
０
歳
以
上
の
方
は

７
名
が
存
命
で
す
。
今
後
も
見
守
り

活
動
や
安
否
確
認
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

②
高
齢
者
の
安
否
確
認
や
問
題
解
決

の
た
め
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
動
は

Ａ
■ 

地
域
見
守
り
隊
（
仮
称
）
の
結

成
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
民

生
児
童
委
員
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
福
祉
協
力
員
制
度
の
創
設
も
考
え

て
い
ま
す
。

Ｑ
■ 

大
規
模
地
震
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど

の
教
訓
か
ら
災
害
弱
者
（
災
害
時

要
援
護
者
）
へ
の
支
援
に
つ
い
て

①
災
害
弱
者
支
援
マ
ッ
プ
は

浅
野
・
健
康
福
祉
部
長

Ａ
■ 
要
援
護
者
登
録
台
帳
に
よ
り
県

域
統
合
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
整
備
し

て
い
ま
す
。

②
災
害
避
難
計
画
は

中
島
・
総
務
部
長

Ａ
■ 

災
害
時
要
援
護
者
支
援
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
よ
っ
て
定
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
■ 

熱
中
症
対
策
は浅

野
・
健
康
福
祉
部
長

Ａ
■ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
特
定
健
診
結

果
説
明
時
に
注
意
喚
起
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
と

本
巣
市
の
市
外
局
番
の
統
一
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

  

髙
田 

文
一
議
員

Ｑ
■　

本
巣
市
第
一
次
総
合
計
画
の
後

期
基
本
計
画
に
向
け
て

　

市
政
の
総
点
検
で
の
課
題
や
問
題

点
を
今
後
に
反
映
さ
せ
て
い
か
れ
る
こ

と
を
期
待
し
伺
い
ま
す
。

①
市
総
点
検
の
実
績
は

Ａ
■　

地
域
座
談
会
等
で
意
見
・
提
言

高
田
・
企
画
部
長

　

平
成
20
年
度
に
地
域
座
談
会
等
を

65
回
開
催
、
延
べ
２
，
５
９
８
人
参

加
、
意
見
・
提
言
を
１
３
２
件
い
た

だ
き
ま
し
た
。

②
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
へ
の

反
映
と
進
捗
状
況
は

Ａ
■　

市
政
点
検
結
果
で
市
政
の
方
向

性
を
見
据
え
て
事
業
に
反
映

　
　
　
　
　
　
　

高
田
・
企
画
部
長

　

現
在
財
政
計
画
、
市
民
意
識
調
査

結
果
等
と
の
調
整
、
整
合
を
図
っ
て

い
る
状
況
。
調
整
後
、
計
画
審
議
会

に
お
い
て
協
議
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
等
に
よ
り
市
民
の
方
の
意
見

も
参
考
に
策
定
し
ま
す
。

③
「
現
場
主
義
」「
対
話
重
視
」
は

継
続
さ
れ
て
い
き
ま
す
か
。

Ａ
■　

市
政
推
進
の
基
本
姿
勢
と
し
て

継
続
し
た
い

　
　
　
　
　

藤
原
・
市
長

　

市
政
は
国
・
県
の
政
策
や
社
会
情

勢
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
現
状
で
す

が
、
可
能
な
限
り
、
地
域
の
事
は
地

域
で
解
決
し
て
い
く
と
い
う
取
組
み

が
重
要
で
あ
り
、
現
場
に
出
向
き
市

民
の
声
を
聞
き
、
市
政
に
反
映
し
ま

す
。

Ｑ
■　

も
と
す
広
域
連
合
の
療
育
医
療

施
設
の
跡
地
は

　

療
育
医
療
施
設
が
新
築
移
転
さ
れ

ま
し
た
。
跡
地
は
弾
正
小
学
校
の
増

設
用
の
用
地
と
し
て
残
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
。

Ａ
■　

解
体
し
更
地
に　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
・
市
長

　

弾
正
小
学
校
に
隣
接
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
想
定
さ
れ
ま
す
校

舎
の
増
改
築
等
に
対
す
る
、
学
校
用

地
と
し
て
確
保
し
、
管
理
し
て
ま
い

り
ま
す
。

  

若
原 

敏
郎
議
員
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2010年11月1日　第28号 ■一般質問■

Ｑ
■　

保
育
園
・
幼
児
園
改
築
に
つ
い
て

①
本
巣
保
育
園
改
築
の
現
状
と
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

Ａ
■　

24
年
度
を
完
成
目
標
に

　

浅
野
・
健
康
福
祉
部
長

　

本
庁
舎
北
西
の
農
地
を
候
補
地
と

し
、
鑑
定
評
価
の
準
備
中
で
す
。

　

今
年
度
設
計
コ
ン
ペ
を
実
施
し
、

24
年
度
着
工
、
完
成
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。

②
糸
貫
東
・
西
幼
児
園
は

Ａ
■　

今
年
度
中
に
計
画　

藤
原
・
市
長

　

今
年
度
中
に
整
備
方
法
を
ま
と
め
、

25
年
ま
で
に
は
整
備
。
新
年
度
対
応

で
き
る
も
の
は
考
え
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
■　

留
守
家
庭
教
室
に
つ
い
て

①
糸
貫
の
留
守
家
庭
教
室
は
、
学
校

ご
と
に
実
施
を

Ａ
■　

早
期
実
施
に
向
け
、
関
係
部
局

と
協
議
し
ま
す

　
　
　
　
　
浅
野
・
健
康
福
祉
部
長

②
耐
震
上
問
題
の
あ
る
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
の
今
後
に
つ
い
て
は

Ａ
■　

取
り
壊
す
方
向
で

　

子
育
て
支
援
を
各
施
設
に
移
し
、

留
守
家
庭
を
各
学
校
で
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
取
り
壊
す
方
向
で
す
。

Ｑ
■　

後
期
計
画
策
定
に
つ
い
て

①
骨
子
は

Ａ
■　

市
民
協
働
、
事
業
評
価
シ
ス
テ

ム
を
明
記
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

高
田
・
企
画
部
長

②
市
民
協
働
推
進
チ
ー
ム
は

Ａ
■　

計
画
の
進
捗
状
況
を
管
理

藤
原
・
市
長

　

課
長
補
佐
を
メ
ン
バ
ー
に
４
チ
ー

ム
あ
り
、
今
後
も
後
期
計
画
の
進
捗

管
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
■　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

①
広
域
化
へ
の
現
在
の
状
況
は

Ａ
■　

年
度
末
に
ま
と
め

坂
井
・
市
民
環
境
部
長

　

６
月
９
日
に
「
広
域
化
等
支
援
方

針
」
検
討
会
議
が
設
け
ら
れ
、
年
度

末
ま
で
に
支
援
策
を
ま
と
め
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

②
国
保
財
政
危
機
の
原
因
は
、
国
庫

負
担
の
削
減
。
国
へ
働
き
か
け
を

Ａ
■　

財
政
支
援
を
働
き
か
け
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
・
市
長

　

市
長
会
で
も
要
望
決
議
し
て
お

り
、
引
き
続
き
働
き
か
け
ま
す
。

  

鵜
飼 

静
雄
議
員

Ｑ
■　

活
力
あ
る
本
巣
市
を
目
指
し
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

　

健
全
財
政
を
図
る
た
め
に
、
各
事

業
の
見
直
し
や
経
常
経
費
の
削
減
等

に
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
経
費

の
削
減
に
よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
く
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
今
後
は
、
守
り
の
行
政
運
営

か
ら
攻
め
の
行
政
運
営
に
転
換
す
る

こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
一
策
と
し
て
、

①
庁
舎
や
関
係
施
設
で
の
広
告
掲
出

や
給
与
明
細
書
の
裏
面
に
広
告
掲

出
し
広
告
収
入
を
財
源
に
充
て
る

こ
と
は
ど
う
か

高
田
・
企
画
部
長

Ａ
■　

庁
舎
等
の
施
設
で
の
有
料
広
告

に
つ
い
て
他
市
の
状
況
を
調
査
し
、

市
場
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ど
う
か
検
討

し
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
給
与
明
細
書
に

つ
き
ま
し
て
も
広
告
需
要
が
あ
る
か

ど
う
か
検
討
し
、
今
後
、
前
向
き
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
経
費
の
削
減
を
図
る
た
め
に
、
省

エ
ネ
で
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
、
電
気
代

の
削
減
を
図
る
こ
と
の
で
き
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
電
球
の
導
入
を
図
っ
て
は

中
島
・
総
務
部
長

Ａ
■　

費
用
対
効
果
や
用
途
を
見
極
め

な
が
ら
順
次
導
入
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
■　

今
夏
の
猛
暑
に
つ
い
て

　

他
都
市
で
は
、
小
学
校
等
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
し
熱
中
症
並
び
に
健
康

管
理
対
策
を
講
じ
て
い
る
よ
う
で
す

が①
今
後
、
こ
う
し
た
夏
期
や
冬
期
の

対
応
は

白
木
・
教
育
長

Ａ
■　

学
校
保
健
会
の
医
師
の
指
導
も

受
け
な
が
ら
適
切
な
対
応
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
、
冬
場
の
対

応
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
健
康
管
理
に
万
全
の

対
応
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

②
子
供
達
の
健
康
へ
の
配
慮
と
し

て
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て

成
瀬
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

Ａ
■　

扇
風
機
を
設
置
し
ま
し
た
の

で
、
今
の
と
こ
ろ
は
扇
風
機
の
効
果

も
確
認
し
な
が
ら
見
守
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
今
年
だ
け
で
判
断
す
る
の
で

は
な
く
来
年
の
様
子
も
み
な
が
ら
検

討
を
加
え
て
い
き
ま
す
。

  

江
崎 

達
己
議
員
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議
会
活
動
日
誌

日　

時

場　

所

会　

議　

名　

等

８
月
２
日
（
月
）

も
と
す
合
同
庁
舎

も
と
す
広
域
連
合
総
務
介
護
常
任
委
員
会
協
議
会

８
月
４
日
（
水
）

大
和
園

も
と
す
広
域
連
合
老
人
福
祉
常
任
委
員
会
協
議
会

８
月
11
日
（
水
）

席
田
小

千
葉
県
八
街
市
議
会
行
政
視
察
来
市

８
月
20
日
（
金
）

京
都
府
木
津
川
市
議
会
行
政
視
察
来
市

８
月
31
日
（
火
）

真
正
分
庁
舎

文
教
福
祉
委
員
会
協
議
会

大
野
町

西
濃
環
境
整
備
組
合
議
会
定
例
会

９
月
１
日
（
水
）

議
会
運
営
委
員
会

９
月
８
日
（
水
）

本
会
議
（
開
会
）

全
員
協
議
会

９
月
９
日
（
木
）

全
員
協
議
会

９
月
10
日
（
金
）

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議

９
月
17
日
（
金
）

議
会
運
営
委
員
会

９
月
21
日
（
火
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）

９
月
22
日
（
水
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）

議
会
改
革
検
討
委
員
会

９
月
24
日
（
金
）

糸
貫
分
庁
舎

産
業
建
設
委
員
会

９
月
27
日
（
月
）

総
務
企
画
委
員
会

９
月
28
日
（
火
）

真
正
分
庁
舎

文
教
福
祉
委
員
会

９
月
29
日
（
水
）

議
会
運
営
委
員
会

９
月
30
日
（
木
）

本
会
議
（
閉
会
）

全
員
協
議
会

10
月
４
日
（
月
）

越
前
市

越
前
市
へ
視
察

10
月
５
日
（
火
）

北
海
道
富
良
野
市
議
会
行
政
視
察
来
市

10
月
６
日
（
水
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

10
月
７
日
（
木
）

岡
山
県
高
梁
市
議
会
議
員
行
政
視
察
来
市

10
月
８
日
（
金
）

全
員
協
議
会

10
月
12
日
（
火
）

岐
阜
市
役
所

岐
阜
地
域
肢
体
不
自
由
児
母
子
通
園
施
設
組
合
議
会

10
月
13
日
（
水
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

10
月
18
日
（
月
）

も
と
す
広
域
連
合
議
会
定
例
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

10
月
19
日
（
火
）

福
岡
県
大
牟
田
市
議
会
行
政
視
察
来
市

10
月
20
日
（
水
）

議
会
運
営
委
員
会

10
月
22
日
（
金
）

も
と
す
広
域
連
合
議
会
定
例
会

10
月
25
日
（
月
）

三
重
県
名
張
市

第
249
回
東
海
市
議
会
議
長
会
理
事
会

■議会活動■

　10 月 4 日友好都市である越前市議
会と越前市内において議員懇談会を行
いました。

議題　
　・本巣市・越前市の交流について
　・議会基本条例について

　8 月から 10 月にかけて、千葉県八
やち

街
また

市議会、京都府木
き づ

津川
がわ

市議会、北海
道富

ふ ら の

良野市議会、岡山県高
たかはし

梁市議会、
福岡県大

おお

牟
む た

田市議会の視察研修を受け
入れました。

視察内容

　・公共交通のあり方について
　・校庭芝生化について
　・モンキードック事業について
　・高齢者福祉事業について
　・乳幼児医療の助成制度について

懇談会

富良野市議会

木津川市議会
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■委員会活動■2010年11月1日　第28号

１. 本巣市企業立地促進条例の一部改正……………………… 全員賛成
Q 企業誘致に向け魅力ある PR に努めることが必要と考えるが。

A 土地開発公社で PR 用の DVD を作成し、環境の良さを伝えます。

Q 屋井工業団地への進出企業のみが優遇を受けることに対して不公平な一面があるのでは。

A 農村地域工業等導入促進法の規定により整備された区域への進出企業のみが対象であり、他の区域への進

出企業はこの奨励措置が適用されません。

２. 本巣市公共下水道事業分担金徴収条例の一部改正………………………………………… 全員賛成
Q この改正により対象となる事業所数は。

A 10 事業所を把握しています。

３. 21 年度簡易水道特別会計歳入歳出決算……………………………………………………  全員賛成
４. 21 年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算…………………………………………  全員賛成
Q 下水道普及に向けての方針は。

A 施設区域の自治会の集会に出向き、啓蒙に努め普及率の向上に努めます。

５. 21 年度公共下水道特別会計歳入歳出決算…………………………………………………  全員賛成
６. 21 年度水道事業会計決算について…………………………………………………………  全員賛成

１. 22 年度一般会計補正予算（第２号）
Q 国庫補助金から交付金への組み換えにより２千万ほど減収となるが、一般財源で対応か。

A 事業内容の変更で対応したいと考えています。

Q 柿選果機導入に助成を行うようだが、いろんな組合があるが、そういう組合にも助成は可能なのか。

A 補助事業の課題に対応でき、また諸条件が対応可能であれば、可能性はあります。

２. 22 年度簡易水道特別会計補正予算（第１号）
３. 22 年度公共下水道特別会計補正予算（第１号）
４. 21 年度一般会計歳入歳出決算
Q 林政の風雪災害申請はなかったか。

A 実際にはありませんでしたが、申請自体をよりわかりやすい

ものに見直していきます。

Q 自治会からの要望に基づく工事等について、どのような順位

で対応しているのか。 

A 緊急性、危険性、利便性等を総合判断して対応をしています。

Q 収入未済額の徴収に向けての対応は。 

A 未納通知の発送、給水制限等で対応しています。

産業建設
委員会
9月24日（金）

審査付託案件

協議案件（関係部分）

委員会活動

現地視察（真正地内）
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■委員会活動■ 2010年11月1日　第28号

１. 農村地域工業等導入促進法に係る本巣市固定資産税の特例に関す
　 る条例の廃止 ………………………………………………   全員賛成
２. 本巣市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一
    部改正 ……………………………………………………… 全員賛成

１. 22 年度一般会計補正予算（第２号）
Q 地域子育て創生事業に係る内容は。

A 各公共施設にベビーシート等の備品設置、小規模修繕を行うものです。

２. 21 年度一般会計歳入歳出決算
Q 防犯灯で住宅地では明るすぎるという声を聞くが、その対応は。

A 100W と 40W を設置していますが、住宅地では 40W の採用を徹底します。

Q 真正・糸貫分庁舎で電話代の大幅な節約ができたというが、どのようにしたのか。

A 光電話にきりかえ、外部発信の電話代が大幅に安くなったためです。

総務企画
委員会
9月27日（月）

審査付託案件

協議案件（関係部分）

委員会活動

１. 21 年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算……………  全員賛成
Q 医療費削減に向けて、何か対策を講じているのか。

A 各家庭へ毎月医療費通知を実施し、削減に向けた啓蒙を図っています。

Q ジェネリック薬品を利用するような対策を行っているか。

　　　　　　　　　　　　　A 診療所においては一部活用をしております。

２. 21 年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算……………………………………………  全員賛成
３. 21 年度老人保健医療特別会計歳入歳出決算………………………………………………  全員賛成

１. 22 年度一般会計補正予算（第２号）
２. 22 年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
３. 22 年度老人保健医療特別会計補正予算（第１号）
４. 21 年度一般会計歳入歳出決算
Q ゴミ袋の有料化について、協力企業の状況は。

A ２年前から協力企業の増加はありません。

Q 真正の焼却場はいつまで活用するのか。

A 活用停止に向けて進めており、補修等は行っていません。

文教福祉
委員会
9月28日（火）

審査付託案件

協議案件（関係部分）

現地視察（席田小学校）



議会だより編集特別委員会　　◎舩渡洋子　○臼井悦子　村瀬明義　髙橋勝美　江崎達己
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